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序章 はじめに 

１．計画策定の背景と目的 

蒲郡市では、住生活基本法に基づき、「潮風とみどりあふれる快適な住まい・まちづく

り」を基本理念とする「蒲郡市住宅マスタープラン（蒲郡市住生活基本計画）（以下、「旧

計画」という）」を平成 22年 3月に策定しました。 

恵まれた自然・多様な地域空間の活用や高齢社会に備えた良好な地域社会の維持、市街

地環境の改善などの課題に対して、誰もが安心して住み続けることができるように「ぬく

もりとふれあい」がある環境を整えることや、蒲郡ならではのライフスタイルを求める人

の居住を受け入れる「ふれあいのある住みたくなるまちづくり」により、持続性の高い都

市を目指して住まい・まちづくり施策を進めてきました。 

しかしながら、策定から１０年が経過し、この間、人口減少社会や超高齢社会の進展が

本格化し、空家の社会問題化や自然災害の激甚化など、住宅を取り巻く環境は大きく変化

してきています。 

また、令和元年 12月に中国・武漢市で報告された新型コロナウイルス感染症（COVID-

19）が世界的に猛威を振るい、日本でも感染拡大を予防するなかで、自宅で過ごす時間が

増えるとともに、企業のテレワーク等の推進により働き方が大きく変わってきており、住

まいに求められる機能の多様化が進んでいます。 

このような状況のなか、旧計画に位置付けられた施策の検証を行い、課題を整理した上

で、近年の人口・世帯の動向や住宅事情等についての検討を踏まえて、住む人が愛着を深

め、夢と誇りを持ち続けられる住まい・まちづくりを推進するため、今後 10年間を見通

した新たな住まい・まちづくり施策の理念を明確に示すとともに、計画的な施策を展開す

るための計画を策定しました。  
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■計画見直しの背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

愛知県 蒲郡市 国 

○ソフト面の充実による住生
活の向上、住宅ストックの管
理・再生、既存住宅流通等
の整備の推進などの視点
を踏まえて住生活基本計画
を改定（平成 23 年３月） 

 

○法に基づき、国民の住生活
の安定の確保及び向上の
促進に関する基本的な計
画として、住生活基本計画
（全国計画）を策定 
（平成 18 年 9 月） 

住生活基本法 
（平成 18 年 6 月施行） 

○法に基づいた愛知県住生
活基本計画として「あいち
住まい・まちづくりマスター
プラン２０１５」を策定 
（平成 19 年 2 月） 

○住まいとまちづくりに関する
施策を展開する上での基本
方針となる「蒲郡市住宅マ
スタープラン（蒲郡市住生
活基本計画）」を策定 
（平成 22 年３月） 

○住生活基本計画（全国計
画）の改定とあわせて計画
の見直しを行い、「愛知県
住生活基本計画 2020」を
策定（平成 24 年 3 月） 

○国、愛知県の住生活基本計
画の改定を踏まえるととも
に、住宅ストックの現状の更
新、施策の進捗状況を整理
し、計画を見直し 
（平成 28 年 3 月） 

 

社会情勢の変化 
○全国的な人口減少社会や超高齢社会の進展が本格化し、住宅のニーズの変化、多様化が進展 
○熊本地震（平成 28 年 4 月）や北海道胆振東部地震（平成 30 年 9 月）等が大きな被害をもた
らし、本市を含む東海地方においても南海トラフ地震等への対応が大きな課題として顕在化 
○「空家等対策の推進に関する特別措置法」（平成 27年 2月）が施行され、適切な管理が行われ
ていない空家等への対策が必要 

○住生活基本計画（全国計
画）を改定 
（平成 28 年 3 月） 
３つの視点（①居住者、 
②住宅ストック、③産業・地
域）から総合的かつ計画的
に施策を推進 

 

○「愛知県住生活基本計画
2025」を策定 
（平成 29 年 3 月） 
住まい・まちづくりにおける
状況の変化への対応 

○蒲郡市住生活基本計画の
見直し 

・令和 2 年度に計画期間が 
満了 

・住生活を取り巻く環境の 
変化 

・国、愛知県の改定との整合 
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２．計画の位置付け 

本計画は、「第五次蒲郡市総合計画」を上位計画とし、本市の住まい・まちづくり施策

を展開する上での指針となるものであり、本市の住まいと良好な住環境の形成を計画的に

推進するための住宅行政に関する最上位計画として位置付けられるものです。 

また、住生活基本法に基づく計画であり、「住生活基本計画（全国計画）」や「愛知県住

生活基本計画 2025」と整合を図るとともに、「第五次蒲郡市総合計画」に則し、「蒲郡市

まち・ひと・しごと創生総合戦略」や「蒲郡市都市計画マスタープラン」、「蒲郡市公共施

設等総合管理計画」、「蒲郡市地域防災計画」、「蒲郡市地域福祉計画」等の本市の関連計画

等との整合を図り策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．計画の期間 

本計画の期間は、令和３年度から令和 1２年度までの１０年間とします。ただし、社会

情勢の変化や国の制度改正等を踏まえて、必要に応じて中間期を目安として計画の見直し

を行います。 

計画期間：令和３年度から令和 12年度まで 

愛知県住生活基本計画 2025 

（愛知県） 

蒲郡市総合計画 
（上位計画） 

蒲郡市住生活基本計画 

〈住宅関連計画〉 

蒲郡市営住宅長寿命化計画 

蒲郡市空家等対策計画 

蒲郡市耐震改修促進計画 

住生活基本計画 

（全国計画） 

〈関連計画〉 

蒲郡市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

蒲郡市都市計画マスタープラン 

  蒲郡市公共施設等総合管理計画 

  蒲郡市地域防災計画 

蒲郡市地域福祉計画 

                                  等 

蒲郡市の住まい・まちづくり施策 
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４．SDGｓの考え方 

本市では、平成 31 年１月 31 日に発表された「SDGｓ日本モデル」宣言に賛同し、本市が、

国や企業、関係団体、住民などと連携して、地方から SDGｓを推進し、地域の課題解決と地方

創生を目指していくという考え・決意を示しています。 

また、第五次蒲郡市総合計画の各施策では、SDGｓの目指すゴールを関連付けることで、

総合計画、地方創生、SDGｓを一体的に推進していくこととしています。 

本計画においても、第五次蒲郡市総合計画に則し、一体的に推進していきます。 

 

 

  ■「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: SDGs）」 

持続可能な開発目標（SDGs）とは、平成１３年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の

後継として、平成２７年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジ

ェンダ」にて記載された平成２８年から令和１２年までの国際目標です。 

持続可能な世界を実現するため

の１７のゴール・１６９のターゲッ

トから構成され、地球上の誰一人と

して取り残さない（No one will be 

left behind）ことを誓っています。

SDGsは発展途上国のみならず、先

進国自身が取組むユニバーサル（普

遍的）なものであり、日本としても

積極的に取り組んでいます。


